
想定診断群（DPC)：090010

主治医：　　　　　　　　　　　　担当看護師：                      NO1

月　日 /

手術前 手術後

注射
薬

・現在飲んでいるお薬を入院期間分お持ちください
・手術室で点滴を開始します
・夕食が食べられたら、点滴の針を抜きます
・食べられない場合は次の日の朝まで点滴をします

検査
処置

・ネームバンドをつけさせていただきます
・身長と体重などを測ります
・必要物品の確認をします
・必要な方は着圧ストッキングを渡します
・必要な部位の除毛を行います
・エコー検査があります

・ネームバンドの確認をさせていただきます
・手術着に着替えます
・必要な方は着圧ストッキングをはきます

・酸素・心電図モニターを2時間装着します
・きずに長い管（ドレーン）が入っています

リハビリ
・術後に行う体操を説明します
・腕の太さを測り、壁つたいチェックをします

活動
安静

・病院内でお過ごしください ・病棟内でお過ごしください

・2時間はベッド上で寝たままです（寝返りはできます）
・2時間後より歩くことができます(初めて歩く時は、看護師と一
緒に歩きます)
・以降は病室内でお過ごしください
・寝衣に腕は通さず、医師の診察までは腕の安静を保ちます

食事
・夕食後から食べられません
・水分は飲めます

・1番目、2番目の手術の方は食べれません
・3番目の手術の方は朝食は7時までであれば摂取可
です（自身で購入してもらいます。入院時に案内しま
す）
・水分は(6時・8時・10時)まで飲めます

・2時間後に水が飲めます
・夕食から食べられます

清潔
・入浴（シャワー）ができます
・ネイル・マニキュアは入院前に必ず除去してきてください

・入浴（シャワー）はできません ・洗面ができます

排泄 ・制限はありません ・制限はありません ・手術室で尿の管を入れる場合があります

説明 ・入院・手術・入院診療計画書の説明があります
・ご家族の方は、手術予定時間の少し前にお越しいただ
き、手術中は病棟で待機してください

・手術後に、主治医からご家族に手術の結果を説明します

その他
・入院診療計画書・手術に必要な同意書類などは、署名後看護師へ
お渡しください
★準備物品　　　前開きのパジャマ2着

★病状によっては予定が変更されることがあります イラストは医療者用CDロング集から転載 大阪市立総合医療センター　乳腺外科    2012年 5月作成
(15003-A)    2025年 8月改訂

乳房切除・センチネルリンパ節生検の手術を受けられる患者さんへ

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　様

/

経過 入院当日
手術当日

観察 ・体温・脈拍・血圧などを測ります ・体温・脈拍・血圧などを測ります
・必要に応じて体温・脈拍・血圧などを測ります
・きずの状態、管からの液の状態や量をみます
・痛みについてお伺いします



想定診断群（DPC)：090010

月　日 / / / / / / /

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目（退院）

注射
薬

・点滴をしている場合は、朝食後点滴
の針を抜きます

・退院薬があればお渡しします

検査
処置

・きずに長い管（ドレーン）が入ってい
ます

・ネームバンドをはずします
・医師の診察があります

リハビリ

・体温・脈拍・血圧などを測ります(1日
3回)

活動
安静

・病棟内でお過ごしください

食事 ・朝食までお食事が出ます

清潔
・洗面ができます
・体を拭き、着替えをします

・洗髪もしくはシャワーがで
きます

排泄
・尿の管がある場合は朝に尿の管を
抜きます

説明
・リンパ浮腫についての説明とマッ
サージがあります

その他

・入院費用の精算ができましたらお知らせ
します
・看護師から退院の説明を受けた後、1階
で手続きを行ってください

★病状によっては予定が変更されることがあります イラストは医療者用CDロング集から転載 大阪市立総合医療センター　乳腺外科 2012年 5月作成
(15003-A) 2025年 8月改訂

乳房切除・センチネルリンパ節生検の手術を受けられる患者さんへ

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　様 　　　　主治医：　　　　　　　　　　　　担当看護師：                      NO2

経過
手術後

・毎日午前中の回診があります
(土・日・祝日は必要時回診があります)
・きずに長い管（ドレーン）が入っています
・ドレーンが抜ければ翌日に退院となります

・体操を開始します
・11時・15時・20時にあります
・体操の表をお渡ししますので、それを見ながら行ってください
(体操する腕や段階については、患者様の術式により決定します。主治医、看護師の指示に従って行ってください)
・きずの管（ドレーン）が抜けたら入院時と同様に腕の太さを測り、壁つたいチェックをします

観察

・体温・脈拍・血圧などを測ります(1日2回) ・体温・脈拍・血圧などを測ります(1日1回)

・きずの状態、管からの液の状態や量をみます
・痛みについてお伺いします

・病院内でお過ごしください

・普通食です(食事療法が必要な方は治療食がでます)

・シャワーができます
・管が抜ければ翌日から入浴ができます

・制限はありません

・退院が決定すれば、退院後の生活について説明があります


